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力　　」へfNansonia 　（（⊃oqu 言iie吐idia）　ochracea

　　（Theobald）の 薪究 第 1轤 成蟲及
’
び卵1こつ い て

　　　　　　　　　 加 納 穴 貢！5 ●林 　滋　生 D

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

Rokuro　Ka 矼 o　and 　 Shlgeo　Hayashi ；　Stud〔es 　oll　 a　nlo ゴquitoe，
Mansonia （（：091 ‘illettirliの ρ‘1〜ノ・a ‘：e‘ε （Theobald ）。1 ．Notes　on

　　　　　　　　　 the 　adult 　 arld 　egg 　stages ．

本年 （ユ9・tg）7 月 111L 　 26・e’の 2・trl・東 ｝躙 谷 で 蚊 の 殿 を行 つ た 際 、橙 艶 磴 色

に 輝 く大 形 の 美 し い 蚊 （♂4 ♀2）を 得 規 私共 は そ の 色彩 、形齢 ・ら本種 力・榊 1り腱 の 雌

成 蟲 1 ｛膿 の 標本 か ら tJ
・・笠 原 氏 に よ り、記 載 さ れ た Cttlc），x 伽 砺 読 ，、5 ゴ。 09 繝 w 。，a

に
一赦 す る こ と を認 め た が 、之 迄 記 載 の な い 離成蟲 の 外部 、生 多盗器 と 卵 の 形 態 を 調 べ

、 ま

た 蜘 ・贓 の 肉質板 ・酬 霊（P ・ 1・ i11・・ ）の 撫 鵬 査 し た と こ ろ 、 本種 は イ 功 駅 G 。 n 。 、

c 敏 切 で は な く ・
・ マ

々屬 （G ・
’
nus 　Mansortict）の c・卿 z勧 燃 磁 屬 で あ つ て 、而

も 、 イ ン ド ・マ レ イ ・・Y ヤ ム ・フ ィ 9 ッ ピ ン ・中國 に 分 布 す る M ．（C．）ec ］tr
・
acea （Theo ・

bald．）工903の 記載 に 概ね 一致す る こ と
1
を 認 め た

。 ま た Czelex　s］taL ’UJ
’
iiensis’Ogaswara ユ939

の 最 初 の 採集者 で あ 勠 藤 正世 氏 に そ の 糢 式標本 を見 せ て い た 唾 、更 に 原記 載者 で あ る

小 笠 原博 氏 に も本標本 を 供覽 し て 照 合 を仰 い だ 結 果全 く同一種 で あ る こ と を 廊i認 し た
。

そ

こ で キ ン ィ ロ ィ ＝一力
』CZtle　c　shakuj

’
iie7tsis　Ogasawara　1939　tま Mansofsia （C ，）ocJv ・

acea

（Theobald う 1903 の 同 種 異 名 （Synonym ）で あ り、從 つ て 和 名 を キ ン ィ ロ ヌ マ カ と 改

稱 す 7） こ と を提 唱 す る o 吹 に 威 蟲 雌 雄 及 び 卵 に 就 い て 記 す が
、 成 蟲雌 に 就 い て は 既 に 、

Theobald ・Barraud 等 の 記 載が あ る の で 簡單 に し 、 雄外部 生 殖器 と今迄 記載 の な い 卵 に

獄 い て 詳 邇 す る
。

　キンイ ロ ヌ マ カの 分布及び生態
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し．

本 邦 に 於 け る本種 の 鰍 晒 三地 を 列 舉 す れ ば 吹 の 姐 で あ る
。

束京 o 岡山2）
o 兵 庫縣 鳴 尾オ寸

：り
o

　成蟲は 池 沼 の 傍 の 叢 の 巾 に 見 られ、加藤正 世 氏 に 依 れ ば 、夜 間池 沼 附近 の 録 屋 内 の 燈 火　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ワ

リ 傳 染病研穹灰 第 6 研究部衞生 動 物研 究室 （主 任 佐 々 學 助教授）
2） 阿 部康 男 未發表
3）黒 佐 和義 （1948）新昆 蟲 Vo1．1．　No ．8．
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昆 蟲 第17卷，第3號

　　飜 凍 す 珀 で IP9 が 吸血 性 （動擁 好性 ））r・ waし て は 充 分 明か で な い・・ 本種 の 幼蟲・蛹

　　並 び に 生 態 匹 關 し て は 、 今後報告す る 豫 定で あ る
。

　　　キン イ ロ ヌ マ カの 成蟲雌

　　　臓 色 の 腿 黄 金 鱶 鮪 す る大 形美脆種 で あ る ・ 吻 は 橙艶 で先鵜 辛樋・ 翅 は黻 色

　　　　　　　　　　　　　 ’　を 呈 す る
。 鼠門 剛 毛 、氣門後 剛毛 共 に 全 く欠如す る 。 脚 は 椎

　　　 　　黄 色 で 腿 節 の 未端 そ の 他 に 褐色 の 音区が あ る 。 爪 は 前 申後肢共

　　　 　　突起 を有 し な
．
い

。
肢 で 特 に 注 意す べ き は 肉質板 ：褥 盤 （Pulvi・

　　　 　　11us）の 有 無 で あ つ て 、小 笠原氏 は 肉質板 が 存 在す る と 考 え ｝

　　　 　　之 を CZtl・x ・gr・up に 屬 せ し め られ た ・ 簟際 團 碗 に 於 て は ・

　　　 　　一見 肉質祓 を有 す る 樣 に ．見 え る が 、之 は 肉質板で は な く、爪

　　　 　　岡板（F．tnpodium ）が 著 し く發 癰 し、「キ チ ン 」化 し て
t −「

シ ゴ ー

，　　　 　 n 」の 葉 釈 を呈 す る の で あ る d 駿 部 背而 は 羅黄 色 ：・あ る が ・

　　　 　　第 2 節か ら獅 節に 亘 u ・中 央 部剛 ・数 の 濃紫色 の 鱗片 を有

　　　 　　 し
、 阪 面 で は 此 の 濃紫 色 の 鱗片 は 麭 3 締か ら節 7 働 こ亘 る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 腫部 背板 外側後餅liに は

「
第 2 篩か ら第 6 師に 豆 り、明瞭

’
rz　Ef斑

　　　第 1 鬪　キ ン イ
’
ロ ヌ マ カ

　　　　　雌 中膨 繍 部 　 　 が あ η 、後方 え 行 く程 小 と な る （雄 で は 之 が 贓 1鶺 し・第

　　　　 （爪及 び 川 蹶 ）　 2 節か ら第 7 郷iに 亘 る ）。 　 體長 6・5fUm、翅長 6mm
。

　　 佝 脚 に 於 け る褐 色斑 は 個 體譌 が 可成 U 有 る
。

雄 で は 、褐 色斑 が 雌 よ η も明瞭 で あ る り

　　　　キン イ ロ ヌ ？ カの 成蟲雄外都 盤殖器
　 　 　 　 L 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　 側 片 （SideLpiece） は 末端 に 稍 々 細 ま る 田 筒で 、比 1｛旋的 太 く短 い
。 裹面 に は 多歎 の 長剛

　　　毛 と、短 剛毛 と を 生 じ、外∬脳 1（ は 可 成 り 多數 の 鱗 片 鮪 す る ・ 簿 セ聯 吶 部 に 難 を生

　　　e 、そ の 先端 r． 2 本 の 鰍 飜 有す る ・ そ の 1本 は 濃褐 色 で 太 帳 く・他 の 1本 は n・m く透

　　　明 で あ る 。 突起 の 基部 内側 は 稍高 ま リ、そ こ に數 本 の 剛 毛 を 生 ず る
。 把 握 片 （Clasper）は

　　　櫛 て 黼 吻 る 型 線 し、燃 で
、 郷 か ら 113 の 部 嚇 ”iく く伽 ・漏 か ら 1／3 の 部

　　　が 最 も幅力；贋 い 。 先端 に は 琴爪 状 の 突起 を具え 、 把握 片 の 未端 近 くに 可 成 η 多数 の 短 剛 毛

　　　が あ る
。 獅 噺 擁 の f，t一端 は イ エ カ asの 襟 に 糊 蠣 鰍 で は な い 力言

・ 郎 「キ チ ・ ・i

　　　化 し、鯔 の 励 込 み が あ る 。 中央wa（M ・ ・。・。fue）贓 磁 の 面 の 型 を な し・囃 陥 観

　　　す る
。 鋼 鯢 撞 の 兩rsは 働 ・に 丘 抛 な し、約 4本 の 剛 毛 鮪 す る

・ 徇糎 は側 片 に 鱗

　　　片 鮪 す る こ と、耽 端 葉 歓 くこ と 、“胎 ヨ肺 刷 に 突起 締 す る こ と （M   脚 島

　　　の 徽 ）、卵 o 灘 板 の 未端 は 糊 な SCN」tk　e 呈 し な い 儲 沖 央骰 騨 駒匝 笶 起殖 し

　　　 な い 乙 と 等 か らイ X 力 屬とは明か に 異？て い る D 　　　　　　　　　　
．

キ ンイ ロ ヌ ？ カの 卵

7 月 11 目 に 採集 し た 1雌 の 體 内 に 成 黙 9卩の 存在 を認 顔た の で 、 大試驗管中に飼育 し n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 24 一
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論

t

1◎

12

　　　　第 2t団
Ui

」ン イ ・ ヌ 勃 lt・Jans・nia ・chracea （Th ・・b・ld）

　　　　　　　　　 1 − 7 雄タF．書ISth殖暑忌　　8 − 129 日

譱灘 後羅   晶鱗 盤嚼欝灘 菅藷
12 卵 前端 （精孔 を 示 す）・　　　　　　　　　　　　　 ・

　 　 　 　 　 　 　
・
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’

處、 7月 17 日朝 濕 つ た 鴻 紙 上 に 産卵 し て い た
。

卵 は イ ；L

．
力 屬 の 擁 に 卵 塊 を な し て い

る 瓜 卵塊 は イ エ カ 屬 の il
）
の に 比 し

、 彎 曲 の 匪 が 張 く、三 日 月 型 を呈 して い る。 縱 列

は 最 も幅 の 廣 い 處 は 六 列 で あ る が 、大 髑 5 列 に 整 然 と 並 ん で い る 。 色 は 禍 色が か つ た 黄金 ・

色 で
、 前端 （下端 ）は 照褐 色を 呈 す る

。
卵 敗は 402 箇 で あ つ た 。 卵 塊 の 長 さ は 13　

” zm ・

最大 幅 1 仞 解 、箇 々 の 卵 は イ エ カ 屬 の 擁 に 砲 彈 型 （又 は バ ナ ナ 型）を な し、長 さ O・7　mtn

最大 幡 0．］6　7n7n 、褐色 が か つ た 黄 金 色 で 、前端 （下端）は 黒褐色 、後 端 （上 端）も稍黒 鍋色

td　tF す る
。 袈 面 に は ヤ ブ カ 觸 の 樣 なts・N・Sltの 模様 が あ り 、前 彳繍 は 大 き な．鱗状 で ・四 面部

は 略 々 前 後艦 と 同礎 な 綱 目糢鎌 を な し、凸 面 部は 趣 め て こ ま か い 綱 目伏 で あ る 。

糊 七 （1
’ icr・pylの は 單 群睡 イ 功 馳 の 樣な 冠毛 （C ・est ）

’
も な く、 ヤ ブ カ 屬 の 慷 な 隆

起 も見 られ な い o

　 む 　す　び

此 の 齢 々 成 轟蜘 睦 得 、 雄 外部生 職 瞰 旅 卵 端 し く檢査 す る こ と が 出 來 た の で ・

託麁 に 1反 1，敢 え ず記 ，ii更を t．tl　1へ 併 せ て 學 名 Ctble　t；一　shakptjiiensis 　Ogasawara を ］4ansoptia

（C，）ochracfta （T】，．cobnld ）に 整 珊 す る と共に 、 鶴和 名 キ ン イ ロ イ ＝ カ を キ ン イ ロ ヌ マ カ に

改 め る毒 を提 唱 す る
。

　終 ゆに 臨 み 、 採 集 に 協 力 さ れ た 佐蔟考慈 、採 集及 飼 育に 苦 心 し、卵 花得 る こ と に 成功 し

た 教室 の 木村 マ y 兩 氏 に 厚 く感護射す る 。 倚 本邦 最 初 の 探 集者 、加藤 1E世 氏 が 、模 式 標本 を

見 せ r 下 さ り、小 竺属〔博氏 か ら當時 ‘つ 御 話 を親 し く伺 い 得 た こ と は 、私 共 の 非 常な 喜 び と

す る と こ ろ で あ る
、 擱 筆 に 嘗 り 、終飴御鞭 邂 を 賜 つ k 淺 沼靖 氏 に 深 謝 の 意 を表 す る ・

女

う

　
．

σ
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